
、指導の機会均等を目指しています。 ・今後、優秀なＡＬＴを採用することが大きな課題となっています。

・これからの学習指導においては、さらなる増員が必要です。

04 10,200 7,200 3,000

07 62,446 44,092 18,354

11 17 0 17

差引一般財源 72,663 51,292

　

21,371
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平成２５年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
9. 教育費 10.英語・外国語活動推進事業

1. 教育総務費

3. 教育研究指導費 指導課

（佐倉市）　　

第３章
｢心豊かな人づくり、まちづくり｣　～教育の充実、 359,052

スポーツ活動の推進～ 平成23年度 55,566

臨時 単独 計画 51,292 21,371 基本施策６
確かな学力が向上するまちにします 平成24年度 64,125

平成25年度 72,663

施策１
確かな学力を定着させます 平成26年度 81,212

平成27年度 85,486

72,663 72,663

・外国語指導助手（ＡＬＴ）を任用し、小中学校へ派遣 ・社会の国際化の進展により、国際理解教育や英語教育 ・中学校での英語科の習熟度別・課題別学習の推進が図

し、児童生徒のコミュニケーション能力の育成や国際理解教育の推進を の重要性が増しています。 られます。

図ります。 ・外国語指導助手(ＡＬＴ)を授業などで活用することにより、より実践 ・小学校での外国語活動，国際理解教育の推進、コミュニケーション能

的なコミュニケーション能力の育成や国際理解を深めることを目的に実 力の育成が図られます。

施します。

・小学校での外国語活動の導入が新学習指導要領 ・英語教育、外国語活動の充実のためＡＬＴの増 ・各小中学校からの要望も大きく、増員の配置が

において平成２３年より全面実施となり、中学校の英語教育と併せて、 員を図りました。 求められています。

必要頻度は益々高くなっています。 ・小学校の大規模校に配置し


